
略
歴

　

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）
生　

長
野
県

北
安
曇
郡
池
田
町
出
身
。

　

松
本
深
高
校
卒
業
、
信
州
大
学
文
理
学
部

前
期
課
程
修
了
、
東
北
大
学
文
学
部
美
学
美

術
史
学
科
卒
業
、
同
大
学
院
文
学
研
究
科
美

術
史
学
科
修
士
課
程
修
了
。

職
歴

昭
和
三
五
年　

四
月　

�

長
野
県
屋
代
東
高
校

教
諭

　
　

三
七
年　

四
月　

�

桐
朋
学
園
女
子
高
等

学
校
音
楽
科
教
諭

　
　

三
七
年　

四
月　

桐
朋
学
園
大
学
音
楽�

　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
部
講
師
（
兼
担
、�

美
術
）

　
　

三
九
年　

四
月　

桐
朋
大
学
短
期
大
学
部
助
教
授

　
　

四
四
年　

四
月　

信
州
大
学
助
教
授
（
教
養
部
）

　
　

五
三
年　

四
月　

信
州
大
学
教
授
（
教
養
部
）

　
　

六
三
年　

八
月　

信
州
大
学
付
属
図
書
館
長
（
兼
任
）

平
成　

二
年　

七
月　

同
右　

退
任

　
　
　

七
年　

四
月　

信
州
大
学
教
授
（
繊
維
学
部
）

　
　

一
一
年　

三
月　

同
右　

定
年
退
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
州
大
学
名
誉
教
授

　
　

一
二
年　

四
月　

松
商
学
園
短
期
大
学
教
授

学
会
及
び
社
会
に
於
け
る
活
動
等

昭
和
三
三
年　

四
月　

美
学
会
会
員

平
成　

元
年　

四
月　

比
較
思
想
学
会
会
員

　
　
　

二
年　

四
月　

㈳
松
本
芸
術
文
化
協
会
美
術
部
門
審
査
委
員
長

　
　
　

四
年　

四
月　

豊
科
近
代
美
術
館
協
議
会
委
員

　
　
　

四
年　

五
月　

㈶
碌
山
美
術
館
理
事

　
　
　

五
年　

三
月　

松
本
市
美
術
館
構
想
策
定
委
員
会
委
員

　
　
　

七
年　

三
月　

同
右　

退
任

　
　
　

八
年　

三
月　

豊
科
近
代
美
術
館
協
議
会
委
員　

退
任

　
　
　

八
年　

四
月　

池
田
町
立
美
術
館
運
営
協
議
会
委
員

　
　
　

九
年　

三
月　

松
本
市
美
術
館
資
料
選
定
委
員
会
委
員

　
　

一
一
年　

三
月　

池
田
町
芸
術
文
化
協
会
常
任
理
事

　
　

一
二
年　

六
月　

松
本
市
文
化
財
審
議
会
委
員

　
　

一
三
年　

三
月　

㈳
松
本
芸
術
文
化
協
会

•••••••••

•••••••••

追
悼

　�
荻
原
碌
山
研
究
者

�

仁
科
惇
先
生
の
死
を
悼
む

　

仁
科
惇
先
生
は
施
設
で
療
養
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
令
和
七
年
八
月
二
十
一

日
に
九
十
二
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

長
年
碌
山
美
術
館
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

美
術
史
家
の
先
生
は
書
籍
も
数
多
く
出
版
さ
れ
講
演
も
多
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
も
先
生
の
足
跡
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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美
術
部
門
審
査
委
員
長　

退
任

　
　

一
三
年　

四
月　

㈶
碌
山
美
術
館
館
長
（
非
常
勤
）

　
　

一
六
年　

四
月　

㈶
碌
山
美
術
館
顧
問

碌
山
美
術
館
関
連
主
な
講
演
会

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
二
日
荻
原
守
衛
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
事
業
『
荻
原
守
衛
の
人

と
芸
術
』
出
版
記
念

「
碌
山
随
想
」

昭
和
六
十
三
年
八
月
二
十
九
日　

八
十
二
文
化
財
団

「
近
代
女
性
と
愛
―
碌
山
を
め
ぐ
る
女
性
た
ち
―
」

昭
和
六
十
三
年
八
月
三
十
日　

八
十
二
文
化
財
団

「
碌
山
三
十
二
歳
の
生
涯
」

平
成
四
年
四
月
二
十
六
日　

碌
山
忌
記
念
講
演

「
荻
原
守
衛
と
高
村
光
太
郎
」

平
成
十
四
年
四
月
二
十
一
日　

碌
山
忌
記
念
講
演

「
碌
山
の
東
京
修
行
時
代
」

平
成
十
五
年
十
月
十
八
日　

碌
山
美
術
館

「
ア
メ
リ
カ
時
代
の
碌
山
」

平
成
十
六
年
十
月
十
六
日　

碌
山
美
術
館

「
パ
リ
時
代
の
碌
山
」

　

仁
科
惇
先
生
に
は
平
成
四
年
に
碌
山
美
術
館
の
理
事
に
就
任
い
た
だ
き
、
平
成
十

三
年
四
月
か
ら
松
商
学
園
短
期
大
学
教
授
の
傍
ら
碌
山
美
術
館
の
館
長
に
就
任
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

就
任
期
間
中
は
横
澤
耕
四
郎
副
館
長
と
共
に
館
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
ご
無
理
が
た
た
り
体
調
を
崩
さ
れ
入
院
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
大
変
ご
苦
労

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

仁
科
先
生
が
館
長
に
就
任
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
昭
和
五
十
二
年
に
出
版
さ
れ
た
書

籍
「
荻
原
碌
山　

─
そ
の
生
の
軌
跡
─
」
を
基
と
し
て
荻
原
碌
山
の
特
別
企
画
展　

碌
山
も
の
が
た
り
を
企
画
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
夏
季
企
画
展

七
月
二
十
日
（
金
）
～
九
月
二
日
（
日
）

「
彫
刻
家
碌
山
の
ふ
る
さ
と
　
―
荻
原
守
衛
を
育
て
た
人
と
自
然
―
」

展
示
構
成

　

故
郷
の
山
河

　

生
い
立
ち

　

多
感
な
日
　々

労
働
・
勉
学
・
病
い

　

相
馬
愛
蔵
・
黒
光
と
の
出
会
い

　

井
口
喜
源
治
へ
の
心
酔

　

絵
画
へ
の
目
覚
め

　

離
郷

　

そ
の
後
の
足
跡

平
成
十
四
年
春
季
企
画
展

四
月
十
六
日
（
火
）
～
六
月
二
日
（
日
）

「
碌
山
東
京
の
青
春
　
画
師
た
ら
ん
」

　
　

と
こ
と
ん
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
　
わ
か
ら
な
い
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展
示
構
成

　

二
十
歳
の
上
京

　

画
塾
不
同
舎
で
の
日
々

　

と
き
め
き
・
明
治
女
学
校

　

い
か
に
生
き
る
か

　

未
来
へ
の
船
出

平
成
十
五
年
秋
季
企
画
展

十
月
四
日
（
土
）
～
十
一
月
三
日
（
月
）

「
碌
山
の
海
外
修
業
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
画
学
生
」

展
示
構
成

　

さ
す
ら
い
の
半
年

　

働
き
な
が
ら
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
美
術
学
校

　

憧
れ
の
パ
リ

　

彫
刻
家
に
な
る
た
め
に

平
成
十
六
年
秋
季
企
画
展

十
月
二
日
（
土
）
～
十
一
月
三
日
（
水
）

「
彫
刻
家
「
碌
山
」
の
誕
生
　
―
パ
リ
時
代
の
荻
原
守
衛
―
」

展
示
構
成

　

彫
刻
を
学
ぶ
た
め
再
び
パ
リ
へ

　
　

オ
ラ
ン
ダ
で
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
を
見
る

　

ア
カ
デ
ミ
ー
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
彫
刻
室
で
学
ぶ

　

留
学
生
と
の
交
友　

ヴ
ィ
ト
リ
ー
村

　

ロ
ダ
ン
に
会
う　

　
　

出
会
う
ま
で

　
　
「
私
（
ロ
ダ
ン
）
の
弟
子
」

　

ロ
ン
ド
ン
に
遊
ぶ

　
　

心
の
病
を
え
て　

光
太
郎
と
の
再
会

　

彫
刻
家
と
な
る

　

イ
タ
リ
ア
・
ギ
リ
シ
ャ
・
エ
ジ
プ
ト
の
旅

　
　

帰
郷
の
思
い　

ロ
ダ
ン
と
の
別
れ

　
　

三
大
古
美
術
国
の
旅

児
童
・
生
徒
の
た
め
の　

美
術
も
の
が
た
り

荻
原
碌
山

は
雑
誌
『
と
う
げ
の
旗
』
の
七
十
五
号
～
七
十
八
号
（
平
成
二
年
～
三
年
）
に
掲
載

さ
れ
た
も
の
で
仁
科
惇
先
生
が
信
州
児
童
文
学
会
か
ら
転
載
の
許
可
を
受
け
小
冊
子

に
ま
と
め
た
も
の
か
ら
四
の
後
半
の
《
女
》
以
降
を
転
記
し
た
も
の
で
す
。

児
童
・
生
徒
の
た
め
の　

美
術
も
の
が
た
り

荻
原
碌
山

�

信
州
大
学
教
授　

仁
科　

惇　

著

　

「
女
」
の
像
は
、
彫
刻
と
し
て
碌
山
の
最
後
の
作
品
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
両
手

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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を
後
ろ
で
結
ん
で
ひ
ざ
ま
ず
き
、
顔
は
上
に
向
け
ら
れ
て
目
を
閉
じ
、
唇
は
ゆ
る
く

開
か
れ
て
い
ま
す
。
自
然
な
姿
と
し
て
は
、
こ
れ
以
上
は
無
理
と
言
っ
て
い
い
苦
し

い
ポ
ー
ズ
で
す
。
苦
し
い
け
れ
ど
安
定
し
、
す
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
両
ひ
ざ
が
た

が
い
に
く
い
こ
む
よ
う
な
足
も
と
か
ら
、
ラ
セ
ン
状
の
動
き
が
上
へ
と
続
き
、
天
上

へ
突
き
ぬ
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人
体
の
も
つ
ふ
く
ら
み
と
つ
ぼ
ま
り
、
光
と
影

の
く
り
返
し
が
作
品
に
リ
ズ
ム
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
仕
組
み
が
作
品
を
生

き
い
き
と
感
じ
さ
せ
る
の
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
「
女
」
の
姿
は
な
ん
と
け
な
げ
で
美
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
の
「
絶
望
」
に
う
ち
ひ
し
が
れ
て
倒
れ
ふ
し
た
女
は
、
苦
し
み
、
嘆
き
、
悲
し
み

な
が
ら
つ
い
に
起
き
あ
が
っ
た
の
で
す
。
希
望
を
求
め
、
自
分
の
こ
だ
わ
り
を
の
り

越
え
よ
う
と
精
い
っ
ぱ
い
体
を
起
こ
し
た
と
き
、
苦
悩
は
喜
び
に
変
わ
り
、「
女
」

は
輝
い
た
の
で
す
。
こ
の
輝
き
こ
そ
、
解
き
放
さ
れ
た
自
由
な
精
神
の
姿
で
あ
り
、

ほ
ん
も
の
の
美
し
さ
と
い
う
も
の
な
の
で
す
。

　

碌
山
は
、
自
分
の
人
生
を
ど
う
生
き
た
ら
い
い
の
か
、
自
分
に
は
ど
ん
な
才
能
が

恵
ま
れ
て
い
る
の
か
、
絵
と
は
、
芸
術
と
は
な
ん
な
の
か
、
と
問
い
続
け
て
き
ま
し

た
。
画
家
に
な
ろ
う
、
彫
刻
家
に
な
ろ
う
と
命
が
け
で
頑
張
っ
た
の
は
、
そ
の
答
え

を
え
る
た
め
の
手
が
か
り
で
あ
り
、
画
家
や
彫
刻
家
に
な
る
こ
と
自
体
が
最
後
の
目

的
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
い
ま
、「
人
生
で
も
っ
と
も
尊
い
も
の
は
愛
で
あ
り
、
自
分
を
こ
え
よ
う

と
す
る
努
力
こ
そ
が
美
し
い
の
だ
」
と
い
う
答
え
を
え
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
人

間
が
生
み
出
す
芸
術
に
し
て
も
、
そ
こ
に
愛
が
表
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で

す
。

　

と
こ
ろ
が
、
人
は
ど
う
し
て
も
自
分
に
こ
だ
わ
り
ま
す
。
な
に
か
を
、
だ
れ
か
を

愛
し
て
い
る
つ
も
り
で
、
じ
つ
は
自
分
自
身
を
愛
し
て
い
ま
す
。
が
、
い
つ
か
自
分

を
忘
れ
、
我
が
身
を
忘
れ
て
相
手
の
た
め
に
つ
く
す
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
が
、
ほ
ん
も
の
の
愛
と
い
う
も
の
で
す
。
碌
山
は
我
が
身
を
忘
れ
、
命
を
削
っ
て

「
女
」
を
作
っ
た
の
で
す
。「
女
」
に
は
碌
山
の
命
が
宿
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
愛
が
結

晶
し
て
い
ま
す
。

　

碌
山
は
、
差
別
さ
れ
た
者
、
弱
い
者
、
と
く
に
病
人
に
は
深
く
同
情
し
ま
し
た
。

我
が
身
を
忘
れ
て
つ
く
し
ま
し
た
。
ど
れ
だ
け
多
く
の
友
人
、
知
人
が
彼
の
世
話
に

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
碌
山
が
、「
自
分
が
な
に
を
し
た
か
は
問
題
じ
ゃ

な
い
。
だ
い
じ
な
の
は
、
ど
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
涙
を
流
し
て
生
き
た
か
と
い
う
こ

と
だ
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

清
ら
か
な
「
女
」
が
両
足
で
す
っ
く
と
立
ち
上
が
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
碌
山
も

と
う
と
う
立
ち
上
が
れ
ず
に
、
数
え
年
三
十
二
歳
で
命
を
燃
や
し
つ
く
し
ま
し
た
。

新
宿
中
村
屋
で
突
然
大
量
の
血
を
吐
き
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
四
月
二
十

二
日
、
あ
っ
け
な
く
こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

あ
れ
だ
け
恋
し
が
っ
た
故
郷
に
、
生
き
て
い
る
間
は
つ
い
に
落
ち
つ
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
ま
碌
山
は
故
郷
穂
高
の
地
で
永
遠
に
眠
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
生
命
は
、
私
た
ち
が
そ
の
作
品
や
精
神
に
接
し
、
共
感
を
覚
え
る
た
び

に
よ
み
が
え
り
、
生
き
続
け
て
い
る
の
で
す
。�

〔
終
〕

作
家
の
自
己
紹
介　
　

仁
科　

惇

　

日
中
戦
争
が
始
ま
っ
て
間
も
な
く
、
私
の
母
は
看
護
婦
と
し
て
招
集
さ
れ
、
病
院

船
に
勤
務
し
ま
し
た
。
私
が
五
歳
の
時
の
こ
と
で
し
た
。
私
は
、
母
に
手
紙
を
書
き

た
く
て
、
そ
れ
で
字
を
覚
え
ま
し
た
。
鉛
筆
を
握
っ
た
手
が
、
す
ぐ
痛
く
な
っ
て

困
っ
た
こ
と
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　

片
仮
名
の
あ
や
し
き
文
字
に
含
め
た
る

　
　
　
　

幼
な
ご
こ
ろ
は
母
を
泣
か
す
も

　

そ
の
頃
の
母
の
歌
の
ひ
と
つ
で
す
。
以
後
、
私
は
六
年
間
カ
ギ
ッ
子
で
し
た
。
母
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は
心
臓
を
悪
く
し
て
帰
っ
て
か
ら
は
寝
た
り
起
き
た
り
で
、
比
較
的
若
く
し
て
亡
く

な
り
ま
し
た
。
終
戦
は
小
学
校
六
年
生
の
時
で
し
た
。

　

私
は
い
ま
で
も
、「
人
間
の
世
界
に
正
義
な
ど
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
困
っ
た
気

持
ち
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
私
を
慰
め
て
く
れ
た
美
術
や
音
楽
の
世
界
に
い
つ
の
間

に
か
興
味
を
も
っ
た
の
で
す
。
荻
原
碌
山
は
、
私
の
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
な
も
の
で
、

今
で
も
学
び
続
け
て
い
ま
す
。

　

お
母
様
と
別
れ
た
幼
い
頃
の
こ
と
は
『
語
り
継
ぐ
戦
争
絵
本
シ
リ
ー
ズ
⑬
『
病
院

船　

い
の
ち
の
物
語
』
郷
土
出
版
社
二
〇
一
四
年
発
行
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

教
育
研
究
業
績
書

（
著
書
）

著
書
、
学
術
論
文
等
の
名
称

発
行
、
発
表
の
年
月

単
著
、
共

著
の
別

発
行
所
、
発
表
雑

誌
・
学
会

碌
山
荻
原
守
衛

昭
和
四
十
二
年
十
一
月

単
著

柳
沢
書
苑

悲
劇
の
先
駆
者

昭
和
四
十
四
年
六
月

共
著

学
芸
書
林

荻
原
碌
山

　

―
そ
の
生
の
軌
跡
―

昭
和
五
十
二
年
七
月

単
著

柳
沢
書
苑

相
馬
黒
光　

中
村
屋
サ
ロ
ン

の
リ
ー
ダ
ー

昭
和
五
十
三
年
十
一
月

単
著

暁
教
育
図
書

自
然
と
結
ぶ
文
化

昭
和
五
十
五
年
九
月

共
著

共
立
出
版

松
本
の
美
術

昭
和
五
十
七
年
四
月

共
著

郷
土
出
版
社

碌
山
と
安
曇
野

昭
和
五
十
八
年

共
著

世
界
文
化
社

碌
山
三
十
二
歳
の
生
涯

昭
和
六
十
二
年

単
著

三
省
堂

信
州
の
近
代
化
と
女
性

昭
和
六
十
二
年
十
一
月

共
著

銀
河
書
房

近
代
を
開
い
た
先
駆
者
た
ち

平
成
四
年

共
著

郷
土
出
版
社

洋
画
の
礎

平
成
五
年
十
二
月

共
著

郷
土
出
版
社

感
性
工
学
へ
の
招
待

平
成
八
年
九
月

共
著

森
北
出
版

近
代
彫
刻
一
〇
〇
年
の
系
譜

平
成
八
年
十
二
月

共
著

郷
土
出
版
社

碌
山
と
信
州
の
美
術

平
成
十
一
年
八
月

単
著

郷
土
出
版
社

碌
山
愛
と
美
に
生
き
る

平
成
十
二
年
四
月

共
著

㈶
碌
山
美
術
館

「
い
の
ち
」
へ
の
愛

平
成
十
二
年
四
月

共
著

市
民
タ
イ
ム
ス
社

安
曇
野
の
自
然
と
美
術
と
観

光

平
成
十
三
年
三
月

共
著

郷
土
出
版
社

小
林
邦
の
美
術

平
成
十
三
年
三
月

共
著

「
小
林
邦
画
集
」

刊
行
会
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（
学
術
論
文
）

著
書
、
学
術
論
文
等
の
名
称
単
著
、
共

著
の
別

発
行
、
発
表
の
年
月

発
行
所
、
発
表
雑

誌
・
学
会

荻
原
守
衛
の
人
と
芸
術

単
著

昭
和
三
十
六
年
三
月

文
化
（
東
北
大
学
文

学
部
研
究
誌
）
第
十

二
号

荻
原
守
衛
の
書
簡
に
つ
い
て

単
著

昭
和
三
十
七
年
三
月

桐
朋
学
園
大
学
紀
要

第
十
号

荻
原
守
衛
書
簡
拾
遺

単
著

昭
和
四
十
八
年
三
月

信
州
大
学
教
養
部
紀

要
第
七
号

相
馬
愛
蔵

単
著

昭
和
六
十
二
年
一
月

「
深
志
人
物
誌
」
深

志
人
物
誌
刊
行
委
員

会

宮
坂　

勝

単
著

昭
和
六
十
二
年
一
月

「
深
志
人
物
誌
」
深

志
人
物
誌
刊
行
委
員

会

荻
原
守
衛
と
中
村
屋
サ
ロ
ン

単
著

平
成
元
年
九
月

「
大
正
ロ
マ
ン
の
輝

き
展
」
宮
城
県
立
美

術
館

近
代
彫
刻
の
系
譜
・
覚
え
書

き

単
著

平
成
四
年
三
月

安
曇
野
の
自
然
と
文

化
の
相
関
性
に
つ
い

て
の
総
合
的
研
究
二

号

碌
山
の
ア
メ
リ
カ
時
代

単
著

平
成
四
年
九
月

碌
山
美
術
館
報
第
十

三
号

上
条
俊
介

単
著

平
成
八
年
十
二
月

「
深
志
人
物
誌
Ⅱ
」

深
志
人
物
誌
刊
行
委

員
会

ロ
ダ
ン
と
碌
山
─
様
式
と
精

神
の
歴
史
に
触
れ
て
─

単
著

平
成
九
年
九
月

「
荻
原
守
衛
と
日
本

の
ロ
ダ
ニ
ズ
ム
展
」

碌
山
美
術
館

大
系
の
芸
術
世
界

単
著

平
成
十
年
十
月

郷
土
出
版
社
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